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  議 事 日 程 第 １ 号 

 

平成２７年２月２５日（水）午前１０時開議 

 

日程第 １ 会議録署名議員の指名 

日程第 ２ 会期の決定 

日程第 ３ 報第 ２号 専決処分事件の報告について 

日程第 ４ 諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦について 

日程第 ５ 平成２７年度市政運営方針の説明 

日程第 ６ 議第 ５号 地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部改正に伴う関係条例の整

理に関する条例の設定について 

日程第 ７ 議第 ６号 米沢市特別職の職員の給与に関する条例等の一部改正について 

日程第 ８ 議第 ７号 米沢市公務員等の旅費及び費用弁償に関する条例の一部改正について 

日程第 ９ 議第 ８号 米沢市行政手続条例の一部改正について 

日程第１０ 議第 ９号 米沢市財産の交換、譲与、無償貸付等に関する条例の一部改正について 

日程第１１ 議第１０号 米沢市公益的法人等への職員の派遣等に関する条例の設定について 

日程第１２ 議第１１号 米沢市総合計画策定条例の設定について 

日程第１３ 議第１２号 米沢市教育委員会教育長の職務に専念する義務の特例、勤務時間その他の

勤務条件に関する条例の設定について 

日程第１４ 議第１３号 米沢市介護保険条例の一部改正について 

日程第１５ 議第１４号 米沢市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準

等を定める条例の一部改正について 

日程第１６ 議第１５号 米沢市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営に関

する基準等を定める条例の一部改正について 

日程第１７ 議第１６号 米沢市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める

条例の一部改正について 

日程第１８ 議第１７号 米沢市立保育所の保育料等に関する条例の設定について 

日程第１９ 議第１８号 特定事業（米沢市公営住宅塩井町団地建替等事業（１号棟））事業契約の

一部変更について 

日程第２０ 議第１９号 特定事業（米沢市公営住宅塩井町団地建替等事業（２号棟））事業契約の

一部変更について 

日程第２１ 議第２０号 特定事業（米沢市公営住宅塩井町団地建替等事業（３号棟））事業契約の
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一部変更について 

日程第２２ 議第２１号 米沢市道路占用料徴収条例の一部改正について 

日程第２３ 議第２２号 米沢市都市公園条例の一部改正について 

日程第２４ 議第２３号 米沢市手数料条例の一部改正について 

日程第２５ 議第２４号 米沢市下水道条例の一部改正について 

日程第２６ 議第２５号 米沢市中小企業振興条例の設定について 

日程第２７ 議第２６号 米沢市産業用地保全地区建築条例の設定について 

日程第２８ 議第２７号 平成２６年度米沢市一般会計補正予算（第１２号） 

日程第２９ 議第２８号 平成２６年度米沢市国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第４号） 

日程第３０ 議第２９号 平成２６年度米沢市下水道事業費特別会計補正予算（第３号） 

日程第３１ 議第３０号 平成２６年度米沢市水道事業会計補正予算（第１号） 

日程第３２ 議第３１号 平成２６年度米沢市立病院事業会計補正予算（第１号） 

日程第３３ 議第３２号 平成２７年度米沢市一般会計予算 

日程第３４ 議第３３号 平成２７年度米沢市国民健康保険事業勘定特別会計予算 

日程第３５ 議第３４号 平成２７年度米沢市後期高齢者医療費特別会計予算 

日程第３６ 議第３５号 平成２７年度米沢市介護保険事業勘定特別会計予算 

日程第３７ 議第３６号 平成２７年度米沢市と畜場及び食肉市場費特別会計予算 

日程第３８ 議第３７号 平成２７年度米沢市青果物地方卸売市場費特別会計予算 

日程第３９ 議第３８号 平成２７年度米沢市下水道事業費特別会計予算 

日程第４０ 議第３９号 平成２７年度米沢市農業集落排水事業費特別会計予算 

日程第４１ 議第４０号 平成２７年度米沢市物品調達費特別会計予算 

日程第４２ 議第４１号 平成２７年度米沢市南原財産区費特別会計予算 

日程第４３ 議第４２号 平成２７年度米沢市三沢東部財産区費特別会計予算 

日程第４４ 議第４３号 平成２７年度米沢市水道事業会計予算 

日程第４５ 議第４４号 平成２７年度米沢市立病院事業会計予算 

日程第４６ 議員の辞職許可について 

        ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

 

  本日の会議に付した事件 

 

議事日程第１号と同じ 
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        ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

 

  出欠議員氏名 

出席議員（２２名） 

 １番 木  村  芳  浩 議員  ２番 相  田  克  平 議員 

 ３番 髙  橋  嘉  門 議員  ４番 佐  藤  弘  司 議員 

 ５番 山  田  富 佐 子 議員  ６番 山  村     明 議員 

 ７番 鈴  木  章  郎 議員  ８番 高  橋     壽 議員 

１０番 佐  藤  忠  次 議員 １１番 遠  藤  正  人 議員 

１２番 堤     郁  雄 議員 １３番 工  藤  正  雄 議員 

１４番 齋  藤  千 惠 子 議員 １５番 島  軒  純  一 議員 

１６番 海 老 名     悟 議員 １８番 相  田  光  照 議員 

１９番 中  村  圭  介 議員 ２０番 小  島  卓  二 議員 

２１番 佐  藤      議員 ２２番 髙  橋  義  和 議員 

２３番 小 久 保  広  信 議員 ２４番 我  妻  德  雄 議員 

 

欠席議員（なし） 

 

        ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

 

   出席要求による出席者職氏名 

市 長 安 部 三十郎  副 市 長 小 林 正 夫 

総 務 部 長 須 佐 達 朗  企 画 調 整 部 長 山 口 昇 一 

市民環境部長 赤 木 義 信  健 康 福 祉 部 長 菅 野 智 幸 

産 業 部 長 夛 田 美佐雄  建 設 部 長 細 谷 圭 一 

会 計 管 理 者 神 田   仁  総 務 課 長 菅 野 紀 生 

財 政 課 長 後 藤 利 明  総 合 政 策 課 長 我 妻 秀 彰 

水 道 部 長 加 藤 吉 宏  病院事業管理者 芦 川 紘 一 

市 立 病 院 
事 務 局 長 加 藤 智 幸  

教 育 委 員 会 
委 員 長 髙 橋 英 機 

教 育 長 原   邦 雄  教 育 管 理 部 長 船 山 弘 行 

教育指導部長 土 屋   宏  農業委員会会長 伊 藤 精 司 
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農 業 委 員 会 
事 務 局 長 髙 橋 寿 一  

選挙管理委員会 
委 員 長 小 林   栄 

選挙管理委員会 
事 務 局 長 生 田 英 紀  代 表 監 査 委 員 大 澤 悦 範 

監 査 委 員 
事 務 局 長 宇津江 俊 夫  

 

 
 

 

        ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

 

   出席した事務局職員職氏名 

事 務 局 長 近 野 長 美  事 務 局 次 長 高 野 正 雄 

庶 務 係 長 金 子 いく子  議事調査係長 青 木 重 雄 

主 査 堤     治  主 任 我 妻 政 仁 

 

        ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
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平 成 ２ ７ 年 ３ 月 定 例 会 日 程 
 

会

期 
月日 

曜

日 
開議時刻 会 議 名 場  所 

上程・付託 

運  営 議

案 

発

議 

請

願 

1 2/25 水 午前10時 本 会 議 本会議場 42   
市政運営方針説明 
議案上程説明 

2 2/26 木  休  会     (議案調査) 

3 2/27 金 午前10時 本 会 議 本会議場    代表質問 

4 2/28 土  休  会      

5 3/1 日  休  会      

6 3/2 月 午前 10時 本 会 議 本会議場    
代表質問、議案付託、
請願付託 

7 3/3 火 
午前 10時 本 会 議 本会議場    一般質問 

本会議終了後 議会運営委員会 委員会室    追加議案の取り扱いについて 

8 3/4 水 午前 10時 予算特別委員会 委員会室 5   議案審査（補正） 

9 3/5 木 午前 10時 総務文教常任委員会 委員会室 8  1 議案審査、請願審査 

10 3/6 金 午前 10時 民生常任委員会 委員会室 5  1 議案審査、請願審査 

11 3/7 土  休  会      

12 3/8 日  休  会      

13 3/9 月 午前 10時 産業建設常任委員会 委員会室 9   議案審査 

14 3/10 火 午前10時 予算特別委員会 委員会室 13   議案審査（1、2款） 

15 3/11 水 
午前10時 本 会 議 本会議場 3   

予算特別委員長報告（補正） 
追加議案上程、付託 

本会議終了後 予算特別委員会 委員会室    議案審査（3～5款） 

16 3/12 木 
午前10時 予算特別委員会 委員会室    議案審査（6～8款） 

予算委終了後 総務文教常任委員会 委員会室 1   議案審査（追加議案） 

17 3/13 金 
午前10時 予算特別委員会 委員会室    議案審査（9～13款・歳入） 

予算委終了後 民生常任委員会 委員会室 1   議案審査（追加議案） 

18 3/14 土  休  会      

19 3/15 日  休  会      

20 3/16 月  休  会     （中学校卒業式） 

21 3/17 火 午前10時 予算特別委員会 委員会室 1   
議案審査(特別・企業会計、 
追加議案） 

22 3/18 水  休  会     （小学校卒業式） 

23 3/19 木 
午前10時 悪臭問題特別委員会 委員会室    所管調査 

午後１時 市立病院建替特別委員会 委員会室    所管調査 

24 3/20 金 午前10時 議会運営委員会 委員会室    会議運営の協議 

25 3/21 土  休  会     （春分の日） 

26 3/22 日  休  会      

27 3/23 月  休  会      

28 3/24 火 午前10時 本 会 議 本会議場    

各常任委員長報告、予
算特別委員長報告(当
初)、悪臭問題特別委員
長報告、市立病院建替特
別委員長報告、発議等 
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 午前１０時００分 開会・開議 

 

○島軒純一議長 おはようございます。 

  ただいまの出席議員22名であります。 

  去る２月18日招集告示されました平成27年３

月定例会は、ここに成立いたしました。 

  ただいまから平成27年米沢市議会３月定例会

を開会いたします。 

  直ちに本日の会議を開きます。 

  本日の会議は議事日程第１号により進めます。 

 

 

 

  日程第１ 会議録署名議員の指名 

 

○島軒純一議長 日程第１、会議録署名議員の指名

でありますが、会議規則第88条の規定により指名

いたします。 

   ５番 山 田 富佐子 議員 

  １４番 齋 藤 千惠子 議員 

  ２１番 佐 藤    議員 

  以上３名の方にお願いいたします。 

 

 

 

  日程第２ 会期の決定 

 

○島軒純一議長 次に、日程第２、会期の決定を議

題といたします。 

  お諮りいたします。 

  本定例会の会期を本日から３月24日までの28日

間と定めたいと存じますが、御異議ありませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○島軒純一議長 御異議なしと認めます。 

  よって、本定例会の会期は本日から３月24日ま

での28日間と決定いたしました。 

 

 

 

  日程第３ 報第２号専決処分事件の報告に

ついて 

 

○島軒純一議長 次に、日程第３、報第２号専決処

分事件の報告についてを議題といたします。 

  御質疑ありませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○島軒純一議長 質疑を終結いたします。 

  本件は報告事項でありますので、御了承願いま

す。 

 

 

 

  日程第４ 諮問第１号人権擁護委員候補者

の推薦について 

 

○島軒純一議長 次に、日程第４、諮問第１号人権

擁護委員候補者の推薦についてを議題といたしま

す。 

  この場合、市長から提案理由の説明を願います。

安部市長。 

  〔安部三十郎市長登壇〕 

○安部三十郎市長 ただいま上程になりました諮問

第１号人権擁護委員候補者の推薦について説明い

たします。 

  人権擁護委員の佐藤攻氏は来る６月30日にその

任期が満了となりますが、その後任委員の候補者

について山形地方法務局から推薦の依頼がありま

したので、引き続き同氏を人権擁護委員候補者と

して推薦することについて、人権擁護委員法第６

条第３項の規定により、議会の意見を求めるため

提案するものであります。 

  何とぞ御同意賜りますようお願い申し上げ、提

案理由の説明といたします。 

○島軒純一議長 ただいまの市長説明に対し、御質

疑ありませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 



- 27 - 

○島軒純一議長 質疑を終結いたします。 

  これより採決いたします。 

  お諮りいたします。 

  諮問第１号に同意することに御異議ありません

か。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○島軒純一議長 御異議なしと認めます。 

  よって、諮問第１号は同意することに決まりま

した。 

 

 

 

  日程第５ 平成２７年度市政運営方針の説明 

 

○島軒純一議長 次に、日程第５、平成27年度市政

運営方針の説明を願います。安部市長。 

  〔安部三十郎市長登壇〕 

○安部三十郎市長 平成27年市議会３月定例会の開

会に当たり、私の市政運営に関する所信の一端と

新年度の主要施策及び予算の概要について御説明

申し上げます。 

  昨年は、長年の念願であった県立米沢栄養大学

の開学を初め、東北中央自動車道(仮称)栗子トン

ネルの貫通、米沢オフィス・アルカディアでの山

形大学蓄電デバイス開発研究センターの完成と稼

働、さらには県外からの新たな企業進出の決定な

ど、これからの本市の発展に向けて大きな一歩を

進めることのできた一年となりました。 

  このような中で、迎えます新年度は、現在の総

合計画の最終年度となる重要な年であります。こ

れまで積み重ねてきた取り組みを着実に進めると

ともに、今後の市勢振興、市民生活向上につなが

る市政運営に全力を挙げていきます。 

  まず、地域経済の再生と活性化に取り組みます。

本市のみならず地方では、国が進める経済政策の

効果が実感できる状況とは言えず、昨年４月の消

費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動減から

回復傾向にはあったものの、消費動向に力強さが

欠けているほか、昨今の円安による輸入関連原材

料費の高騰から収益が圧迫されているなど、中小

企業等の経営環境に影響が及んでいます。このよ

うな現状認識に立って、今定例会に提案している

米沢市中小企業振興条例をもとに市内企業の振興

に取り組み、本市経済の安定、発展、そして雇用

の確保を図っていきます。また、産学官連携に取

り組み、次世代の照明として期待される「有機Ｅ

Ｌ照明」など、山形大学が世界最先端の研究開発

を進める有機エレクトロニクス分野を初めとした

新産業の創出と地域企業の競争力強化に向けた支

援を継続していきます。 

  また、都市再生整備計画事業として進めてきま

した新文化複合施設が新年度に完成します。平成

28年春の開館に向け、本市が掲げる教育と文化の

まちのシンボルとして、市民の皆様に愛される施

設となるよう準備を進めていきます。加えて、一

店逸品運動やまちなかゼミナール、初バルの開催

など、地元の商店においてみずからの魅力を伝え

る取り組みが始まっていますので、こうした動き

を大事にしながら、中心市街地を活性化する多彩

なチャレンジが生まれるよう支援し、町なかのに

ぎわいを創出していきます。 

  さらに、本市の魅力を全国へ発信する視点も欠

かすことはできません。本市が整備に取り組んで

いる新道の駅が、このたび地方創生の拠点となる

先駆的な道の駅に選定されました。本市はもとよ

り置賜の新たな魅力を創造し、発信する拠点であ

るとともに、東北中央自動車道における山形県の

入り口に位置する道の駅として、農産物や特産品

等のＰＲ、広域観光のための地域情報発信、そし

て外国人観光客への対応など、機能の充実を図っ

ていきます。この１月から、ふるさと応援寄附金

制度は返礼品を見直し、地元特産品の種類や内容

をより充実させて新たにスタートしました。全国

からお寄せいただく寄附金をまちづくりのための

貴重な財源として活用するだけでなく、本市の特

産品を全国の方々に紹介し、米沢の魅力を知って
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いただける機会と捉えて取り組んでいきます。 

  一方で、人口減少が進む本市において、若い世

代の結婚・出産・子育てを後押しすることも重要

です。子育てに関する経済的負担の軽減を図るた

め、子育て支援医療給付事業を新年度には中学３

年生まで拡充します。また、子ども・子育て支援

新制度への移行に伴い、新年度から５カ年を計画

期間として策定された米沢市子ども・子育て支援

事業計画を着実に推進していくとともに、新たに

認可・認定を受けて認定こども園となる幼稚園を

支援し、保育を必要とする児童の受け入れを促進

するなど、子育て支援の一層の強化に取り組んで

いきます。 

  これまで、「市民が主役」の理念のもと、市民

一人一人が大切にされ輝くことができるよう、そ

して将来にわたってみずからの地域に希望を持つ

ことができるよう、さまざまな施策を実施し、市

政運営を行ってきました。日本全体が人口減少社

会に突入し、とりわけ地方において急速に人口が

減少している状況において、このたび国は地方創

生を全力で推し進める方針を打ち出し、まち・ひ

と・しごと創生総合戦略を取りまとめました。こ

の戦略の中で、「地域に住む人が、みずからの地

域の未来に希望を持ち、個性豊かで潤いのある生

活を送ることができる地域社会の形成を目指す」

とされており、これを受けて、今後、本市の特性

を踏まえた独自の米沢版総合戦略の策定を進めて

いきます。加えて、新年度は、平成28年度から10

年間を計画期間とした、新たなまちづくりの指針

となる総合計画を策定する年でもあります。総合

計画、そして米沢版総合戦略の策定により、新年

度には、これからの米沢の未来あるまちづくりを

進めるに当たっての新たな展開に向けた礎を築き、

将来を見据えた魅力あるまちづくりを目指し、邁

進していきます。 

  次に、新年度に取り組む主な施策について御説

明申し上げます。 

  初めに、協働と交流のネットワークが広がるま

ちづくりについて申し上げます。 

  「市民が主役」の市政運営の理念のもと、市民

と行政との協働によるまちづくりをより一層推進

していくため、引き続き、協働提案制度補助金や

まちづくりプランナー創出事業などによりＮＰＯ

等の活動支援や地域課題の解決を図ります。また、

輝くわがまち創造事業によって、地域ごとにそれ

ぞれの資源や特色を生かした住民みずからが企

画・実施する事業を支援し、地域住民が主体とな

った地域づくりを推進していきます。 

  次に、創造性豊かで活力ある産業のまちづくり

について申し上げます。 

  産業の振興については、雇用の確保・創出とと

もに市民の暮らしに直結するものですので、さま

ざまな産業の活性化を図り、これを原動力とした

元気なまちをつくっていきます。 

  このため、本市の事業者の９割を超える中小企

業の振興については、(仮称)中小企業振興アクシ

ョンプランを策定し、各種振興施策を推進してい

きます。 

  工業については、引き続き山形大学工学部の世

界的な有機材料研究開発拠点の形成を支援するこ

とで、新産業の創出や地域企業の競争力強化につ

なげていきます。また、企業誘致については、山

形大学工学部や金融機関との連携を緊密なものと

し、東北中央自動車道の開通の利点を生かした活

動を行っていきます。 

  商業については、商工業地域活性化支援事業や

若手起業家支援事業などの取り組みを継続し、個

店や商店街の活性化を推進し、集客力の高いにぎ

わいのある商店街の振興を図っていきます。 

  観光については、新しい総合計画の策定にあわ

せて今後の観光施策の指針となる第３期観光振興

計画の策定に取り組むほか、本市における観光推

進機関の窓口一元化を図るため、米沢観光物産協

会と米沢コンベンション協議会の組織統合に向け

て基盤整備を進めていきます。また、ポストＤＣ

として県全体で展開される「山形日和。」観光キ
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ャンペーンの実施や海外からの観光誘客のための

基盤整備などにより、一層の誘客促進を図ってい

きます。 

  農業については、農業従事者の減少や高齢化、

生産資材・燃油価格の高騰、鳥獣による農作物被

害の深刻化などにより、農業を取り巻く環境が依

然として厳しい状況にあります。特に平成26年産

の米の概算金の大幅な下落が本市の稲作農家に大

きな打撃を与えています。このような中、農政の

大転換として昨年度から新たな農業・農村政策が

始まっており、転作作物を含めた水田の有効活用、

農地中間管理機構を活用した担い手等への農地集

積、農業・農村の多面的な機能を維持するために

創設された多面的機能支払交付金の活用など、

国・県の支援策を最大限に活用しながら、米沢市

農業振興計画の早期策定により、農業者の創意工

夫と本市の独自支援も組み合わせて農家所得の増

大と地域農業の振興を支援していきます。また、

東北中央自動車道の開通にあわせて整備を進める

新道の駅については、観光総合窓口としての機能

はもとより、農畜産物の地産地消と地産訪消を促

進する機能を整備し、農畜産物の生産拡大を図り

ます。 

  林業については、適切な森林整備の推進を通じ

て森林が持つ多面的機能の維持増進を図るととも

に、公共施設等への地元木材の利用を促進し、林

業のさらなる発展と森林整備への意欲高揚を図っ

ていきます。 

  次に、優れた人材と豊かな心を育む学びのまち

づくりについて申し上げます。 

  本市の発展のためには将来にわたって郷土をつ

くり上げていく人材の育成が不可欠であり、その

ためには、引き続き、教育、そして文化の振興に

力を入れていかなければなりません。 

  仮設校舎での学校生活が続いた第四中学校につ

いてはこの４月から新校舎にて生徒たちを迎える

こととなります。さらに新年度からは、小中学校

屋内運動場の吊り天井等非構造部材について耐震

化を計画的に推進し、安全で快適な学習環境の整

備を行っていきます。 

  学校教育の充実については、子供たちの感性豊

かな心と健やかな体の育成とともに、確かな学力

の定着、社会とともに生きる力の育成に取り組ん

でいきます。そのために、スクールガイダンスプ

ロジェクトＶ事業や読書活動の推進、教職員の指

導力の向上を目指した研修の充実に加えて、地元

野菜等の契約栽培の実施や共同購入の増加を図る

などして学校給食における地産地消のさらなる推

進を図ります。また、米沢市立学校適正規模・適

正配置等基本計画については、学制の見直し等を

含む国の教育制度改革の動向を注視し、本市の進

むべき方向を見定めた上で具体的な動きを再開し

ていきます。 

  学園都市の推進については、山形大学工学部と

米沢女子短期大学に昨年開学した米沢栄養大学を

加え、学園都市としての特色あるまちづくりを目

指し、この３つの高等教育機関と地域や産業界と

の連携を一層強化することで地域の発展に結びつ

けていきます。 

  社会教育・生涯学習の推進については、市民の

生涯学習の拠点である米沢鷹山大学が行う市民主

体の活動を引き続き支援するほか、施設のバリア

フリー化に対応して北部コミュニティセンターに

小型エレベーターを設置するなど、社会教育や地

域活動の拠点となるコミュニティセンターの役割

と機能の充実を図っていきます。 

  スポーツの推進については、昨年法人化した米

沢市体育協会と連携を図りながら競技力の向上に

努めるとともに、市営多目的屋内運動場の人工芝

を張りかえ安全性の確保を図るほか、米沢おしょ

うしなハーフマラソン大会のコースを市街地に変

更し、内容の充実を図ることによって県内外から

の参加者を増やし、スポーツ交流人口の拡大につ

なげていきます。 

  文化の振興については、新文化複合施設の年内

完成を目指して工事を着実に進めるとともに、平
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成28年４月の開館に向けて図書館システムの更新

を行うなど、米沢上杉文化振興財団等の関係団体

と連携し準備業務を進めていきます。また、本市

の貴重な歴史資産の適正保存とともに、新たな地

域資源としての活用に向けて、これまで発掘調査

を進めてきた舘山城跡の国史跡指定を目指します。 

  次に、暮らしと自然が調和するまちづくりにつ

いて申し上げます。 

  米沢は豊かな自然環境に恵まれており、次世代

に継承していくためにも、これを守り、暮らしと

調和したまちづくりを進めていく必要があります。 

  市民生活に大きな影響を及ぼす騒音、悪臭や地

盤沈下などの公害については、関係機関との連携

を図りながら適切に対応していくことに加え、環

境調査等による監視を継続していきます。また、

新年度には米沢市環境基本計画の全面改訂を行う

とともに、地球温暖化対策として、各家庭への住

宅用太陽光発電システムの導入支援を継続して実

施します。 

  上水道については、第３期水道事業中期経営計

画に基づいた効率的な企業経営に努めるとともに、

安心・安全で良質な水道水の安定供給を図るため、

老朽配水管の更新のほか、舘山浄水場及び田沢浄

水場の施設整備を進めていきます。 

  下水道については、快適で良好な生活環境と公

共用水域の水質保全を図るため、引き続き、汚水

管渠の整備や老朽化した浄水管理センター処理設

備の改築を行うとともに、公共下水道事業計画区

域外においては、合併処理浄化槽設置整備事業や

農業集落排水事業により生活排水対策を推進しま

す。 

  雪対策については、冬期間の市民生活の安心・

安全や円滑な産業経済活動を確保するため、状況

に応じた効率的な除排雪に努めることにより雪に

強いまちづくりを進めていきます。 

  次に、誰もが安心して安全に暮らせるまちづく

りについて申し上げます。 

  少子高齢化は地域社会の活力を減退させる深刻

な問題であることから、仕事と家庭の両立や子育

てを支える社会基盤を充実させ、安心して子供を

産み育てることができる環境を構築していくこと

が必要です。このため、現在は小学６年生までを

対象としている子育て支援医療給付事業を新年度

からはさらに中学３年生までに拡充するほか、新

年度からの子ども・子育て支援新制度への移行に

伴い、５カ年計画としてスタートする米沢市子ど

も・子育て支援事業計画に基づき、認定こども園

への施設型給付費の支給や新たに認可を受け認定

こども園となる幼稚園の施設整備を支援し、子育

て支援の一層の充実を図っていきます。さらには、

出逢いの機会づくり応援委員会によるお見合い機

会の提供や婚活イベントの実施など、結婚活動支

援事業を継続して実施することに加え、特定不妊

治療費助成事業の助成限度額を引き上げて実施し、

結婚や出産に結びつく取り組みを行い、少子化対

策を推進していきます。 

  高齢者福祉については、新年度からの３カ年を

計画期間とする高齢者福祉計画・第６期介護保険

事業計画に基づき、高齢者が可能な限り住みなれ

た地域で生活できるよう、高齢者福祉施策の実施

や介護保険の円滑な運営を行っていきます。また、

地域包括支援センターの機能強化に努め、新たに

認知症支援体制の整備などを行うとともに、関係

機関と連携して、介護・予防・医療・生活支援・

住まいを適切に組み合わせ提供することのできる

体制、地域包括ケアシステムの構築を目指してい

きます。 

  地域福祉については、第２期地域福祉計画に基

づきさらなる充実を図っていくとともに、災害時

に支援が必要な要援護者の安全確保に向けて避難

支援の体制整備を進めていきます。また、生活福

祉については、生活困窮者に対する包括的・継続

的な支援体制を整備し、自立支援対策を総合的に

推進していきます。 

  障がい児・障がい者福祉については、特に乳幼

児期を健やかに過ごすことを目的として、新たに
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認定心理士や保育士による育ちの相談事業を実施

するとともに、老朽化した国立病院機構米沢病院

重症心身障がい児施設協力会「いこいの家」の増

改築を推進していきます。 

  健康づくりの推進については、特定健診やがん

検診の受診率向上を図るため、健診ガイドブック

の全世帯配布や特定健診受診対象者への個別通知

などによるきめ細やかな受診勧奨を行うとともに、

昨年度実施した健康実態調査等を踏まえ新たに健

診結果説明会を開催し、個々の分析データに基づ

いた効率的な保健指導を実施します。 

  市立病院については、置賜保健医療圏域の中核

病院として、経営の健全化に努めながら、医療の

高度化・多様化に対応しつつ、地域に必要とされ

る医療と高度専門医療の提供に取り組むほか、近

年の医師不足の状況を踏まえ、医学生に対する奨

学資金の貸付制度を新設し、人材の確保に努めて

いきます。また、老朽化の進む市立病院の建てか

えについては、昨年度策定した基本構想を受け、

早期の実現に向けて取り組んでいきます。 

  防災のまちづくりの推進については、災害時の

市民への情報伝達手段の一つとなるデジタル同報

系防災行政無線が年度内に整備完了し新年度から

供用を開始するほか、引き続き、防災・危機管理

体制の確立に努め、自主防災活動を支援し住民主

体の防災力向上を図るとともに、災害に強いまち

づくりを推進していきます。 

  消費者行政の推進については、相談体制の充実

に加え、消費者教育及び啓発活動を引き続き実施

していきます。また、防犯対策については、犯罪

を未然に防止するためにも、ＬＥＤ公衆街路灯の

設置等の支援を継続し、街路灯の空白地帯の解消

を図っていきます。 

  次に、美しく利便性の高い快適なまちづくりに

ついて申し上げます。 

  広域交通ネットワークの形成は、地域間交流の

促進と魅力ある定住環境を実現する上で極めて重

要な課題です。東北中央自動車道については、昨

年３月に(仮称)栗子トンネルが貫通し、開通に向

け順調に工事が進んでおりますが、主要地方道米

沢高畠線との交差部に整備が進められている(仮

称)米沢中央インターチェンジについても、本線と

の同時供用開始に向け、引き続き関係機関に強く

働きかけていきます。また、国道287号米沢北バイ

パスの早期完成を支援するほか、市道金池五丁目

春日四丁目線道路改良事業の早期完了に向けて引

き続き工事を進めていきます。 

  適正な土地利用の推進については、地籍情報を

明らかにすることにより、市民の土地資産の保全

や災害復旧の迅速化などを図るため、新年度から

現地での地籍調査を本格的に開始します。 

  景観形成の推進については、引き続き、景観形

成重点地区の景観整備や景観重要建造物等の維持

管理への支援を図るとともに、東寺町の景観整備

の促進を初めとした寺町を活かしたまちづくりを

進めるほか、東北中央自動車道の(仮称)米沢イン

ターチェンジ内に公園を新たに整備し、市民の憩

いの場としての利用促進を図ります。 

  公共交通機関の充実については、昨年から新た

に実施した山上地区における「のりあいタクシー」

の実証実験を継続して実施し、その本格導入に向

けた検討を行うとともに、民間事業者が運行する

公共交通との連携を強化し、町なかへの移動手段

の確保を推進していきます。 

  住環境の整備については、市営住宅長寿命化計

画に基づいて引き続き市営住宅全体の効率的な施

設の改善等を実施します。また、危険な状態にあ

る住宅等の解体や土砂災害特別警戒区域の居住者

がその区域外に住宅を移転する場合等の費用の補

助を行うほか、新たに関係団体との空き家対策の

検討組織を立ち上げ、空き家の発生を抑制すると

ともに、その有効な利活用を図っていきます。 

  次に、これら施策を実施するために編成した本

市の新年度予算の概要について御説明申し上げま

す。 

  平成26年度は市税や普通交付税が当初見込みを
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大きく下回る状況となり、歳出に対して歳入が大

幅に不足する状況に置かれています。新年度予算

では、他会計への繰出金及び投資的経費の抑制、

基金活用による財源の確保など、財政健全化に向

けた取り組みを行い、市民生活への影響をできる

だけ抑えるよう最大限努力しながら収支の改善を

図ったところです。 

  まず、歳入のうち市税総額については、固定資

産評価がえの影響や景気動向等を勘案し、平成26

年度当初予算に比べて6.7％減の100億5,000万円

を計上しました。また、地方交付税については、

同じく1.1％減の82億3,000万円を計上しました。

市債については、同じく39.3％減の28億9,190万円

を計上しましたが、このうち１億1,660万円は借り

かえに伴うものであり、13億6,950万円は臨時財政

対策債です。 

  歳出については、事務事業の見直しに取り組む

ことで経費の抑制を図りながら、まちづくり総合

計画を締めくくる第５期実施計画を着実に推進し、

総合計画に掲げる本市の将来像や目標の達成に向

けて必要な事業費を計上しました。なお、不足す

る財源は、財政調整基金及び公共施設等整備基金

の取り崩しにより対応しますが、財政健全化策の

実施により取り崩し額を最大限抑制しました。 

  この結果、一般会計予算総額は、平成26年度当

初予算比10.3％減の344億8,000万円を計上しまし

たが、特殊要因である借換債を除いた実質的な対

前年度比は10.2％の減となります。また、特別会

計全体では3.2％増の223億6,428万9,000円、企業

会計全体では27.0％減の110億520万円を計上した

ところです。 

  以上、市政運営の基本方針と新年度の主要施策

並びに予算の概要について申し上げました。 

  昨秋の９月27日、キャロライン・ケネディ駐日

米国大使が「なせばなる秋まつり」へおいでにな

り、出迎えた大勢の市民に対して、ケネディ大統

領の「人は一人でも世の中を変えることができる。

皆やってみるべきだ」との言葉を紹介されました。

この言葉は上杉鷹山の「なせばなる」をさらに掘

り下げた言葉であると思います。 

  まだ誰もやっていないことに挑戦し、賛同者や

協力者を１人、２人とふやして、やがてその挑戦

が世の中に広まっていく様子をこの言葉は私たち

に想像させてくれます。先年上演された市民ミュ

ージカル「Ｆａｉｔｈ」でも、秦逸三の盟友であ

る久村清太が秦に人造絹糸の開発を勧め、「人が

やらないことをやるからおもしろいのだ」と励ま

す場面がありました。 

  この「一人でも世の中を変えることができる」

という信念に基づいて市民一人一人がそれぞれに

応じた実践をしてゆくなら、米沢市は産業も教育

も福祉もありとあらゆる面で発展を遂げるに違い

ありません。 

  議員各位の、そして市民の皆様の御理解と御協

力をお願い申し上げます。 

○島軒純一議長 ただいまの市長説明に対する代表

質問は２月27日から行います。 

 

 

 

  日程第６ 議第５号地方教育行政の組織及

び運営に関する法律の一部改正

に伴う関係条例の整理に関する

条例の設定について外３９件 

 

○島軒純一議長 次に、日程第６、議第５号地方教

育行政の組織及び運営に関する法律の一部改正に

伴う関係条例の整理に関する条例の設定について

から日程第45、議第44号平成27年度米沢市立病院

事業会計予算までの議案40件は、議事の都合によ

り一括議題といたします。 

  この場合、市長から提案理由の説明を願います。

安部市長。 

  〔安部三十郎市長登壇〕 

○安部三十郎市長 ただいま上程になりました議第

５号から議第44号までの40案件について説明いた
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します。 

  初めに、議第５号地方教育行政の組織及び運営

に関する法律の一部改正に伴う関係条例の整理に

関する条例の設定について説明いたします。 

  本案は、地方教育行政の組織及び運営に関する

法律の一部改正により教育長が特別職の職員に位

置づけられたことから、特別職の職員の給与等に

関し所要の改正を行おうとするため提案するもの

であります。 

  次に、議第６号米沢市特別職の職員の給与に関

する条例等の一部改正について説明いたします。 

  本案は、本市の厳しい財政状況に鑑み、当分の

間、常勤の特別職の職員等の給与を減額しようと

するため提案するものであります。 

  次に、議第７号米沢市公務員等の旅費及び費用

弁償に関する条例の一部改正について説明いたし

ます。 

  本案は、消防団員が出動したときの費用弁償の

額を改めようとするため提案するものであります。 

  次に、議第８号米沢市行政手続条例の一部改正

について説明いたします。 

  本案は、行政手続法の一部改正に伴い、行政指

導の中止等の求めに関する規定等を設けようとす

るほか、規定の整備を図るため提案するものであ

ります。 

  次に、議第９号米沢市財産の交換、譲与、無償

貸付等に関する条例の一部改正について説明いた

します。 

  本案は、行政財産の目的外使用の一部の使用区

分に係る使用料について、米沢市道路占用料徴収

条例の規定を準用しようとする所要の改正を行う

ため提案するものであります。 

  次に、議第10号米沢市公益的法人等への職員の

派遣等に関する条例の設定について説明いたしま

す。 

  本案は、公益的法人等への一般職の地方公務員

の派遣等に関する法律に基づき、公益的法人等へ

の職員の派遣等に関し必要な事項を定めようとす

るため提案するものであります。 

  次に、議第11号米沢市総合計画策定条例の設定

について説明いたします。 

  本案は、総合計画の策定について必要な事項を

定めようとするため提案するものであります。 

  次に、議第12号米沢市教育委員会教育長の職務

に専念する義務の特例、勤務時間その他の勤務条

件に関する条例の設定について説明いたします。 

  本案は、地方教育行政の組織及び運営に関する

法律の一部改正に伴い、教育長の職務に専念する

義務の特例、勤務時間その他の勤務条件を定めよ

うとするため提案するものであります。 

  次に、議第13号米沢市介護保険条例の一部改正

について説明いたします。 

  本案は、介護保険料率に係る被保険者の区分を

変更し、介護保険料率の改定を行おうとするほか、

規定の整備を図るため提案するものであります。 

  次に、議第14号米沢市指定地域密着型サービス

の事業の人員、設備及び運営に関する基準等を定

める条例の一部改正について説明いたします。 

  本案は、指定地域密着型サービスの事業の人員、

設備及び運営に関する基準の一部改正に伴い、所

要の改正を行おうとするほか、規定の整備を図る

ため提案するものであります。 

  次に、議第15号米沢市指定地域密着型介護予防

サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基

準等を定める条例の一部改正について説明いたし

ます。 

  本案は、指定地域密着型介護予防サービスの事

業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介

護予防サービスに係る介護予防のための効果的な

支援の方法に関する基準の一部改正に伴い、所要

の改正を行おうとするほか、規定の整備を図るた

め提案するものであります。 

  次に、議第16号米沢市指定介護予防支援等の事

業の人員及び運営に関する基準等を定める条例の

一部改正について説明いたします。 

  本案は、指定介護予防支援等の事業の人員及び
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運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防の

ための効果的な支援の方法に関する基準の一部改

正に伴い、所要の改正を行おうとするほか、規定

の整備を図るため提案するものであります。 

  次に、議第17号米沢市立保育所の保育料等に関

する条例の設定について説明いたします。 

  本案は、市立保育所において保育を行う場合の

保育料等に関し必要な事項を定めようとするため

提案するものであります。 

  次に、議第18号から議第20号までにつきまして

は、関連がありますので一括して説明いたします。 

  これらの案件は、平成26年６月定例会で議決さ

れた特定事業米沢市公営住宅塩井町団地建替等事

業１号棟、２号棟及び３号棟の事業契約について、

契約の一部を変更する必要が生じたため提案する

ものであります。 

  変更の理由といたしましては、施設維持管理費

の額を改定する要件として契約に定めた率以上の

物価の変動があったことから、その上昇分を契約

金額に反映させようとするものであります。 

  次に、議第21号米沢市道路占用料徴収条例の一

部改正について説明いたします。 

  本案は、道路法施行令の一部改正に伴い、道路

の占用に係る占用料を改めるとともに太陽光発電

設備等の設置に係る占用料を設けようとするほか、

所要の改正を行うため提案するものであります。 

  次に、議第22号米沢市都市公園条例の一部改正

について説明いたします。 

  本案は、道路法施行令の一部改正に伴い、公園

施設の占用に係る使用料を改めるとともに発電施

設の設置に係る使用料を設けようとするほか、都

市公園の使用に係る使用料等を改めようとするた

め提案するものであります。 

  次に、議第23号米沢市手数料条例の一部改正に

ついて説明いたします。 

  本案は、確認済証等交付証明書の交付手数料を

新たに定め、長期優良住宅建築等計画の認定等の

申請手数料の区分を追加しようとするほか、規定

の整備を図るため提案するものであります。 

  次に、議第24号米沢市下水道条例の一部改正に

ついて説明いたします。 

  本案は、下水道法施行令の一部改正に伴い、除

害施設の設置等に関する基準を改めようとするた

め提案するものであります。 

  次に、議第25号米沢市中小企業振興条例の設定

について説明いたします。 

  本案は、本市における中小企業の振興に関する

基本理念を定め、中小企業の振興施策を推進しよ

うとするため提案するものであります。 

  次に、議第26号米沢市産業用地保全地区建築条

例の設定について説明いたします。 

  本案は、産業用地保全地区における建築物の建

築の制限等をしようとするため提案するものであ

ります。 

  次に、議第27号から議第31号までの補正予算５

案件について説明いたします。 

  議第27号平成26年度米沢市一般会計補正予算

（第12号）は、事業費の確定に伴う精算などによ

り、事業費21億7,689万2,000円を減額補正しよう

とするものであり、この結果、補正前と合わせた

一般会計の予算総額は372億9,630万1,000円とな

ります。 

  その主な内容としましては、予定外退職者に係

る退職手当や民間バス路線運行支援事業費などの

増額補正のほか、各事業費の精算補正やそれに伴

う国・県支出金、地方債などの特定財源の精算補

正をしようとするものであります。一般財源の補

正につきましては、市税や財政調整基金繰入金の

減額補正のほか、公共施設等整備基金繰入金、市

町村振興協会市町村振興特別交付金、普通交付税

の増額補正をしようとするものであります。また、

第四中学校増改築事業に係る継続費の変更ととも

に、繰越明許費の６件の追加及び１件の変更をし

ようとするものであります。 

  次に、特別会計でありますが、議第28号平成26

年度米沢市国民健康保険事業勘定特別会計補正予
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算（第４号）は、保険基盤安定繰入金の確定に伴

う財源組み替えをしようとするものであり、議第

29号平成26年度米沢市下水道事業費特別会計補正

予算（第３号）は、事業費の精算補正などのほか

３件の繰越明許費を設定しようとするものであり

ます。 

  次に、企業会計でありますが、議第30号平成26

年度米沢市水道事業会計補正予算（第１号）は、

田沢浄水場施設整備事業に係る委託料の減額補正

と合わせて継続費の廃止をしようとするものであ

り、議第31号平成26年度米沢市立病院事業会計補

正予算（第１号）は、一般会計負担金の精算補正

などをしようとするものであります。 

  次に、議第32号から議第44号までの平成27年度

各会計予算につきましては、さきに市政運営方針

でその概要を申し上げましたので、その説明を省

略させていただきます。 

  以上が本定例会に提案いたしました議第５号か

ら議第44号までの議案の概要であります。 

  詳細につきましては、議事の進行に従い各所管

部長等から説明させますので、よろしく御審議の

上、御賛同賜りますようお願い申し上げ、提案理

由の説明といたします。 

○島軒純一議長 ただいまの市長説明に対する代表

質問等は２月27日から行います。 

 

 

 

  日程第４６ 議員の辞職許可について 

 

○島軒純一議長 次に、日程第46、議員の辞職許可

についてを議題といたします。 

  この際、遠藤正人議員には、地方自治法第117

条の規定により、退席願います。 

  〔１１番遠藤正人議員退席〕 

○島軒純一議長 それでは、その辞職願を事務局長

が朗読いたします。 

○近野長美事務局長 それでは、朗読いたします。 

  このたび、一身上の都合により、平成27年２月

25日付で、米沢市議会議員を辞職いたしたいので、

許可されるよう願い出ます。 

  平成27年２月９日 

 米沢市議会議長島軒純一様 

    米沢市大字南原横堀町2821番地 遠藤正人 

  以上であります。 

○島軒純一議長 お諮りいたします。 

  遠藤正人議員の辞職を許可することに御異議あ

りませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○島軒純一議長 御異議なしと認めます。 

  よって、遠藤正人議員の辞職を許可することに

決まりました。 

  次に、現在、予算特別委員会副委員長が不在と

なっておりますので、ここで、委員会条例第９条

の規定により、直ちに予算特別委員会を開催し、

副委員長の互選をお願いいたします。 

  ここで暫時休憩いたします。 

 

午前１０時５６分 休  憩 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

 

午前１１時０２分 開  議 

 

○島軒純一議長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

  予算特別委員会における副委員長の互選の結果

を報告いたします。 

  事務局長が朗読いたします。 

○近野長美事務局長 御報告いたします。 

  予算特別委員会の副委員長には佐藤忠次議員。 

  以上であります。 

○島軒純一議長 予算特別委員会における副委員長

の互選の結果は以上のとおりであります。 
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  散    会 

 

○島軒純一議長 以上で本日の日程は終了いたしま

した。 

  本日はこれにて散会いたします。 

  御苦労さまでした。 

 

  午前１１時０３分 散  会 

 


